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単元名：ペルーと日本の防災からみえる文化のちがい

【実施概要】

氏名：向井 大嗣
担当教科：全教科

学校名：田辺市立田辺第三小学校
実践教科：総合的な学習の時間

時間数：9時間 対象学年：4年 人数：29人

【1】単元の目標　

ペルーの子供たちと自分たちの災害に対する判断の違いから異文化について理解を広げ、深めていく。

使用教材：災害対応カードゲーム「クロスロード」・ロイロノート（授業支援ツール）

(ア) 知識・技能

(イ) 思考・判断・表現

(ウ) 主体的に学習に
　　取り組む態度

・ペルーの文化について理解している。
・ペルーについて調べたことをICT機器でまとめることができる。
・カードゲームを通して取得した、ペルーの子供と自分たちの災害
時の判断の違いのデータを見て、判断の違いの理由について考え
ることができる。

・ペルーの文化と日本の文化を比較し、それぞれの特長を捉え、異
文化について考えを広げることができる。

・ペルーの文化や考え方に関心を持ち、その違いについて理解をし
ようとしている。

【単元設定の理由】
　授業者は、ペルーでの研修の際、フェ・イ・アレグリア33校で防災に関するカードゲーム「クロ
スロード」を実施した。（全11問）ペルーでの授業前に同様の授業を日本で行ったが、日本の子
供たちの反応とペルーの子供たちの反応では、大きく違うものがいくつかあった。
　この反応の違いの背景には、もちろん教育活動の違いもあると予想するが、それだけではな
い環境の違い、そして文化や宗教観の違いも大きく影響しているのではないかと考えた。
　ペルーと日本で同じ教材をもとにして反応の違いを比べることで、考え方の違いに触れ、そ
れをきっかけとして異文化について理解を深めていきたいと考え、本単元を構成した。
【児童観】
　一学期後半に授業者がペルーについて訪問することを伝えると、ペルーの子供たちにむけて
お土産を作る子供が多数いた。休日を使って、日本の文化を伝えようと月ごとのイベントをイラ
ストにしてお土産を作成する子供もいた。また、おばあちゃんが最近まで近所に住んでいたペ
ルー人と仲が良いという子供もいて、事前にペルーについてインタビューをするなど、関心を
高く持つ子供も多くいた。
　田辺市全体として、都心部などと比べて外国籍の子供の比率は少ないが、本校は田辺市の中
では外国籍の子供が多い地域でもある。普段の学校生活においても文化や考え方の違いなど
には多少ではあるが触れる経験をしている。
【教材観】
　フェ・イ・アレグリア33校で授業実践をした際の反応のデータを取ることはできなかったの
で、研修後クロスロードゲームを、同じくペルー研修時に訪問したラ・ビクトリア校にて実施し
てもらった。
　様々な事情によりラ・ビクトリア校での実施は中学一年生を対象に行うことになったが、そこ
での反応のデータをもとに本単元の学習を行った。ただし、いきなりデータを見せても違いに
大きく関心は向かないので、データを見せる前に研修中に撮影したペルーの写真を子供たちに
見せ、そこからペルーについて調べてまとめる時間を取った。

【2】
単元の評価

規準

【3】
単元設定の

理由

向井 大嗣 田辺市立田辺第三小学校（和歌山県） PERU
Study Tour For
School Teachers 2025



56

【5】本時の展開　

　注意しなければならないと感じたことは、子供たちに写真を見せるとそれをペルーの全てだと
インプットしてしまうということである。子供たちに情報を与えていくときに一つ一つ子供たち
の反応を見ながら、教師が説明を入れていなかければステレオタイプを持ってしまう可能性が
あると感じる。

・ペルーの写真を見る。
・気になったことや発見したことはメモをする。

・ペルーで撮影した写真

【4】展開計画（全9時間）

テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材時
1 ・ペルーについて知ろう。

・前回の写真を見てわかったこと、また自分で
テーマを設定して調べたことをまとめる。

・ロイロノート
・株式会社明治HP「比べて
みよう　世界の食と文化」

2～4 ・ペルーについて調べ、まとめる。

・結果を見比べ、その違いから分かることに
ついて考える。

・ラ・ビクトリア校の日本
語クラスの先生（美沙
子さん）からのメッセ
ージムービー

・ペルーの子供たちの
回答データ

5
本時

・クロスロードゲームの結果を
比べる。

・学習を通して考えたことをまとめ、美沙子
さんへの質問を考える。

・ロイロノート6～7 ・クロスロードゲームの話し合い
を通してラ・ビクトリア校の日
本語クラスの先生（美沙子さ
ん）に聞きたい質問を考える。

①ペルーの子供たちの回答結
果を見る。

・中学1年生のアンケート結果であることを伝
える。

学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）過程
時間
導入
(10分)

・美沙子さんからの回答を見て、発見や気付
きを交流しまとめる。

・ロイロノート8 ・美沙子さんの回答をもとに考
えたことをまとめる。

・ペルーの学習全体を振り返り考えをまとめる。 ・ロイロノート

・美沙子さんからの
メッセージムービー

予想が決まったものや解決しな
いものについてペルーの美沙子
さんに質問できるようにまとめる

・今回の話し合いから見えてきて防災に関する
考え方や人との関わり方の違いについての質
問を中心にまとめていきたい。

まとめ
(10 分)

・ロイロノート

②自分たちの回答結果と見比
べる。

③結果の違いが生まれる原因
を考える。

   『回答結果を比べてみよう。』

・回答数の合計に差があるため、割合を変えず
に同じ数に修正している。

・回答の傾向が同じものに注目させる。
・回答の傾向が違うものに注目させ、その原因
について考える。

・子供たちはまだ自分の常識が全てだと思い込
んでいる。異文化の考え方に触れるきっかけ
として大切にしたい。

展開
(20分)

・ペルーの子供たち
の回答結果
  （資料②）

9 ・学習全体のまとめとふりかえ
りをする。
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【授業実践の様子】

写真①：回答のちがいについて意見を交流する 写真②：考えた予想について発表する

資料①：授業後の子供たちの感想（一部抜粋）

【6】本時の振返り

【7】単元を通した児童生徒の反応/変化

　これまでに異文化に触れる機会がほとんどなかった子供たちなので、ペルーの子供たちのクロスロードゲーム
の反応にとても関心を示していた。
　質問が11個ある中で、反応が大きく異なる回答が3個あった。反応がほぼ同じ質問と少し違う質問がある中で、
話し合いの方向を焦点化することが難しかった。
　最も反応が違う「（9）地震が起きたので防災バッグを持って避難所に行きました。自分たちは三日分の水と食料
を持っていますが、周りの家族は防災バッグを持っていないようです。お腹が空きました。みんなの前で水と食料
を出しますか。」から取り上げた。学級の子供たちは大半が「出さない」だったのに対し、ペルーの子供たちは大半
が「出す」という反応であった。
　それに対し子供たちからは「ペルーの子供たちはやさしくて、お互いに信頼関係があるからみんなの前で出すの
ではないか」という予想が出された。ただ、あくまでこれは予想の範囲内なので、授業では子供たちが抱いている
イメージでしかないことを押さえ、話し合いを展開していった。
　はっきりとした答えが得られないままで話し合いが進んでしまったので、着地点がないと感じた子供もいたはずである。
　その後の話し合いからペルーの人たちの反応を見ていると「やさしい」というイメージを抱いた子供が多かった
ようである。ペルーの人のやさしさについて考えた際、「キリスト教が関係しているのではないか」という意見も出
された。考え方や価値観の違い、異文化について考えを広げるきっかけとなったのではないかと感じた。

・ペルーという国の存在すら知らなかった子供たちが、調べ活動、質問に対する反応の違いを手掛かりにペルー
という国、そして外国に興味を示すきっかけとすることができたと感じる。
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　　　 ペルーについてまとめたカード
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【単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲】

　学習を進めていく中で「ペルーも地震が多いんかなあ」と自分たちの暮らしと比較する子供が現れはじめた。ま
た、「これってペルーだけの文化？」という質問が出てくることも増え、ペルーと日本の違いに注目するだけでなく、
日本以外の国にとって当たり前のことなのか、ペルー独特の文化なのかを考える姿も見られるようになった。
　単元導入時は一面的な姿だけを見て、それが全てだと捉えるような言動や自分の当たり前とちがうことに拒
否感を示すような言動が多かったが、単元が進むにつれ、目にした異文化を俯瞰的な視点で捉えようとする姿が
見られるようになった。
　料理名を覚えようとしたり、簡単な挨拶を覚えようとしたりする姿も見られた。

【授業を通じた途上国・異文化・多文化共生等への意識の変容】

（授業前）
　異文化等に触れる機会はほとんどなかった子供たちである。外国籍の子供が他学年にはいるが、本学年には在籍
していないため、あまり関わることはなかった。外国に関する知識も外国語活動の授業で得た知識程度であった。
　単元前半で見せた写真にも、初めて見る文化や風習に「やば」「なにこれ」という肯定的には見えない反応が多
かった。

（授業後）
　異文化に対する見方が大きく転換した子供が多くいた。先述したが、初めて見る文化や風習に対しても「日本と
違う」「これはペルーだけの文化なのかな」「他の国はどうなっているのかな」という見方をする子供が増えた。
　また、クロスロードゲームの反応を比較しながらペルーの子供たちの考えを知り、その内面にも迫ることがで
きた。美沙子さんに質問した中の回答に「知らない人でも気軽に声をかける」という国民性を知ることができる回
答があった。それに対し「日本にはそんな文化あんまりないかも」「これってしたくてもできないんよなあ」とペル
ーの人たちへの尊重の気持ちが見える発言も見られた。

【8】自己評価

　クロスロードゲームで反応の違いを見て、そこから文化や価値観の違いに迫る計画であっ
たが、数字だけを見て、子供たちなりに予想はしても、それはやはり予想でしかないため、その
まま学習を終えていくことはできないと感じた。
　そのため、急遽ラ・ビクトリア校の日本語クラスの先生である美沙子さんにお願いをして、ク
ロスロードゲームから話し合ったことをまとめ美沙子さんに質問して回答してもらうことにし
た。その回答により、予想に対するある程度のペルーの人たちを取り巻く環境や考え方を知る
ことができ、理解を深めていくことに繋げることができた。

　ペルーの子供たち、日本の子供たちで同一教材を用いて授業実践を行った。同じ質問に答
えているため、子供たちは自分たちと比較したいという意識を強く持つことができていた。
　反応の違いを見ることで、子供たち自ら「なぜちがうのか」「日本とは何がちがうのか」を探ろ
うとする姿が見られた。
　休憩時間や隙間の時間を利用して、ペルーについて調べ、質問してくるような姿も見られた。

　クロスロードゲームに使用する質問を11問作成した。後半に進むにつれ、視点が個人視点（
自分は個人としてどのような行動をとるか）から公的な視点（自分が避難所の責任者だったら
どのような行動をとるか）になっていくように構成した。個人視点の質問には反応の大きなち
がいは見られなかったが、公的な視点の質問には、違いが見られた。
　反応の違いを顕著に見せるのではあれば、公的な視点の質問を増やすことを考慮しても良
いかもしれない。

特になし。

1. 苦労した点

2. 改善点

3. 成果が出た点

4. 備考
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添付資料：添付資料：

資料③：使用したクロスロードゲーム

資料④：ペルーと日本の回答結果比較
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資料⑤：クロスロードゲーム後の美沙子さんへの質問と回答資料⑤：クロスロードゲーム後の美沙子さんへの質問と回答
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写真③：単元導入時に子供たちに提示した写真（一部抜粋）

参考資料：株式会社明治HP「比べてみよう！世界の食と文化-ペルー共和国」

https://www.meiji.co.jp/meiji-shokuiku/worldculture/peru/
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